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2020年代初頭打ち上げ予定のＸ線分光撮像衛星 (XRISM)や 2030年代初頭に稼働する欧州のAthena衛星によ
り高エネルギー天体のエネルギー空間での高分解と空間的な微細構造の解明が可能となるものの、宇宙の構造形成
の解明のためには、宇宙の大規模構造に沿って分布すると考えられてるダークバリオンの分布と量の観測が不可欠
である。我々は高いエネルギー分光能力と広視野を用いて空の広い領域を観測し、中高温銀河間物質 (WHIM)の
Ｘ線観測を通してダークバリオンを定量的に決定することを目的に Super DIOS衛星計画の検討を開始している。
我々は、Super DIOSのサイエンス要求を宇宙論的シミュレーションをもとに検討を行なっている。特にWHIM

の定量的な評価のためには、銀河や銀河団からの放射との区別等の評価が必須であり、シミュレーションデータ
をもとに観測器に対する要求やデータ解析手法の検討を行なっている。並行して Super DIOS観測器系の技術検
討も行なっており、広視野かつ高空間分解能 (∼ 10秒角)のＸ線望遠鏡、及び約 3万画素かつ高いエネルギー分光
能力 (∼ 2 eV)の TESマイクロカロリメータとその読み出し技術の検討や開発を行なっている。また、ガンマ線
バーストモニタの衛星搭載と高速衛星姿勢制御の技術の検討も行なっている。本講演では、Super DIOSのサイ
エンス検討状況や技術立証の見通しについて報告する。


